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たものが,尿 道筋作用の研究,尿 管逆流現象をもっ小児の膀胱及び上部尿路の研究等計3題 あつた.
排尿機構を正常の場合,前 立腺摘出後,先 天性後部尿道弁膜形成例などにおいて描き出してお り,排


































下げることがよく,灌流圧はTUR中 視野を充分見えるようにするため確保 して差支えない と述 べ
た.MayoClincのDr.GreeneはTUR後の膀胱頸部Contructureは当部を深 く切除しすぎ
たための搬痕形成に基づくものであるから膀胱頸部にタツチせずに腺腫のみに切除を行えと主張 し注
目されたが,か かる経験な しとい うAtlalltaのDr.McDonaldの反論もあった.
8.注目の特別講演はDr.ReedM.Nesbitの喝壕 だ希望のもてるUreterosigmoidAnastmosis"
と題するもので,多 数症例が腎孟像,電 解質ともほぼ正常に経過 して10年以上生存している事実をも
とに,過 塩素性酸血症は必ず しも起らず,逆 行性感染は吻合を工夫することによつて防げるから見捨




本学会中の白眉で,病 因,診 断方法,治 療などを多角的かつ具体的に論じ極めて程度の高いものであ
つた.討 論者間には極端な意見の対立がみられた.例 えばDr.Hutchが本現象は尿管膀胱接合部の
解剖学的な欠陥で説明でき膀胱頸部狭窄に起因するのは5%に 過ぎぬとい うのに対し,Dr.Stewart
は90%は後者が原因だ といった如きであるが決 して感情の対立に発展 しないDr.Marshallは臨床
的原因として御得意のMegacystitisを強調,Dr.LeadbetterはPyelonephritisとの関係に注意
を促 した.治 療法でも尿管膀胱新吻合術を行 うとい う前三者と行わないというDr.Stewartとの間
に意見は対立した.第2のPanelDiscussionはPyelonephritisについてであ り,Dr.V.J.
0'Conorの司会で行われたが,こ れは逆に聴衆に満足を与えなかつた.学 会の最後に行われた 竃秘尿




大体以上のようであるが 日本の学会で目立つて多くなつたといわれる性現象や性ホルモン関係 の もの








大阪市大外科の原田助教授 も多忙な旅程中に拘 らず屡 々会場へ姿を見せられた.氏 は人工膀胱に関す
る研研(J。Uro1.,81754-762,1959)がアメリカ形成外科学会の最高賞を得たのを機会に渡米されて
いたのであるが,そ のOriginalityのある業績が 日本よりもむ しろ外国に於てよ り高く評価されたとい
うことは 日本医学の外国依存性の一面でもある.





であ り,彼 等の優越感のあらわれならそれでよいが・国家主義的傾向に支え られたものとすれば他国か
ら学ぽ うという意欲に乏しいアメリカ医学の限界をそこに見るような気がする.
(1960年5月30日記)
